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設立 2012年1月

主要業務：特許を中心とする知財情報の
調査、分析、鑑定、その他関連する業務。

 メーカー、調査会社、特許事務所での経
験を生かし、検索・調査を行うだけでなく、
実体面の判断も行う。

今後は、特許異議の申立てや、特許／営
業秘密等の出願戦略相談にも注力予定。
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１．平成26年改正 特許異議申立て制度の概要

1.1 異議申立て制度の概要

1.2 平成15年改正前との違い

1.3 異議資料調査時の留意点

1.4 特許異議申立制度の実務の手引きポイント

２．公知例調査のポイント

2.1 国内特許調査

2.2 外国特許調査

2.3 非特許文献調査
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 2.1 公知例調査の留意点

 2.2 国内特許調査

 2.3 外国特許調査

 2.4 非特許文献調査
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進歩性の審査基準 論理づけ

(1)引用発明の内容中の示唆

(2)作用、機能の共通性 強い

(3)課題の共通性

(4)技術分野の関連性

(5)最適材料の選択・設計変更、
単なる寄せ集め 弱い

(4)は論理づけの根拠となるとは限らない。
※参考文献５．「同一技術分野論は終焉を迎えるか」
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無効にしたい発明A：

「耐水性に優れ発色の良いインク」

主引用例B：「水性で発色の良いインク」

副引用例C：「耐水性に優れたインク」

発明AはB+Cの組合せで容易に発明？

主従引用例が逆の「耐水性に優れたインク」
と「発色の良いインク」の組合せは？
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 US：グラハムテスト/Flexible基準TSMテスト
TSM：先行技術文献に何らかの教示（teaching）・
示唆（suggestion）・動機（motivation）があったか
を調べる。後知恵排除。

 EP：課題解決アプローチ
(1) もっとも近い先行技術の特定
(2) 客観的な技術的課題の特定
(3) Would-Couldアプローチ
(4) 先行技術の組み合わせ
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 マトリックス形式で検索式を作成するやり方もある。
検索に慣れていない方が、検索漏れを減らすには
良い方法。

 例えば、AとBからなる発明について、以下のような
形で検索を行う。
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AのFI AのFターム(FT) Aのキーワード(KW)

BのFI A(FI)×B(FI) A(FT)×B(FI) A(KW)×B(FI)

BのFターム(FT) A(FI)×B(ＦＴ） A(FT)×B(FT) A(KW)×B(FT)

Bのキーワード(KW) A(FI)×B(KW) A(FT)×B(KW) A(KW)×B(KW)



AとBからなる発明の進歩性を否定するには、Aのみ、
Bのみが開示された文献も必要だが、マトリックス式で
は検索式に含まれない可能性がある。

 IPC/FI、Fターム、キーワードは、それぞれの検索範

囲が異なる。マトリックス式では、検索範囲が異なるも
のを一律にOR演算することになる。

実施例の検索が必要な場合は「全文」検索を、課題
や効果が共通するものを検索する場合には、「発明
が解決しようとする課題」や「発明の効果」を検索する。
実際にはきめ細かい検索が必要。
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 FIとFIの積、テーマコードの異なるFタームの積は、件
数が極めて少なくなる。

一方、キーワード同士の検索式は、ノイズ（不要な公
報）が非常に多くなる。

一律にマトリックス形式でAND演算してしまうと、上記
の問題点にも気付きにくくなる。

公知例調査が可能な件数は、通常1000件程度のた

め、マトリックス形式では全体としてノイズの多いキー
ワード検索結果を中心に見ることになり、肝心な特許
分類検索部分の調査件数が減る。
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理想 大振りすると外れる 検索式は複数作る

調査対象
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実際には、一つか二つの検索式だけで調査
漏れを減らすのは難しい。

検索式を５～１０程度作って、目的の文献が、
いずれかの検索式に含まれるようにする。

（0.7）6は、約0.12。

⇒特許分類にも付与漏れがある。検索時に、
100%でないものをAND演算で次々とかけて
行くと、調査漏れが指数関数的に増加。

AND演算の目安は5乗程度まで。
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物の形状など構造系は、母集合を大きめに取り、
図面中心に見る。

電気分野・化学分野では要約や明細書の課題・
効果でスクリーニングすると、上手く行くこともある。

化学構造やソフトウェア分野では、スクリーニング
時に明細書を読み込む必要性が高いため、件数
を絞り気味にする。

公報を読む場合には、ハイライト機能を使うが、
ハイライトされないキーワードもあるので注意。
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 異議・無効資料調査や審査請求前調査など、ク
レームが用意されているものについては、下位
語を意識して検索する。
特許分類も同様で、下位階層を含めて検索する。

 英文検索では、複数形や過去分詞など形変化
に注意する。

 一方、発明提案書に基づく出願前調査や、侵害
予防調査では、上位語や上位分類を意識した検
索を行う。
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(1)Fターム検索を先行させる

(2)IPC/FI検索で期間を数年に区切る

(3)国語辞典を用いる

(4)J-Globalのシソーラスを用いる
(5)概念検索やWikipedia等を用いる

(6)和英⇒英和から探す

(7)研究者やお客さんへ聞く
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餅のFターム（4B023LE23）検索を先行すると、
「餅」の同義語・類義語として、以下のような言
葉が見つかる。

同義語： もち、モチ

上位語： 米製品、米穀製品、・・・

類義語： 団子、だんご、・・・
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(6)アルクの
英次郎を使い、
同義語を探す
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KSR事件の公報ファミリー

日本 F02D11/02
F02D11/10
G05G1/14 ⇒足踏みペダル

米国 F02D11/00 ⇒自動式でない操作開始手段

欧州 G05G1/14

 カナダ B60K26/02 ⇒車両の操作手段
G05G1/14
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 キャスター付き台車ユニットに椅
子ユニットを分離自在に載置し
た入浴介護用車椅子であって、

 椅子フレームに設けた座部に背
もたれ部および足置部を傾動自
在かつ複数角度で固定自在に
夫々設けると共に、

 背もたれ部に頭支持部を傾動自
在かつ複数角度で固定自在に
設けた

 ことを特徴とする入浴介護用車
椅子。
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特開2005-334220
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関係するＦターム

S1：4C094CC02 ・・寝台，担架，いす等の動くもの
⇒＜下位分類含める＞

S2：4C094DD14 ・・浴用物質が湯（含む熱湯）
⇒＜下位分類含める＞

S3：4C094EE20 ・・浴用媒体供給加工手段が湯
（含む熱湯）

⇒＜下位分類含める＞

S4：4C094GG02 ・・介助（養護，介護等）するもの

検索式の候補：S1＊（S2+S3)＊S4
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＜一般論＞

(1)実施例に近い発明 ⇒ (2)クレームと同一に
近い発明 ⇒ (3)関連する発明（組み合わせ等）

へ拡げて行く （特許庁の登録調査機関も、この
やり方）

この事例では、まず介助用寝台・車椅子でお湯
を使うものを検索し、見つからなければ、お湯の
使用に限定しないものや、頭部がリクライニング
する車椅子等を検索する。
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①特開平9-135865が見つかる

【構成】 移動自在な台車部（１）と、台車

部（１）に分離可能に載置される座席部
（２）とからなり、前記座席部（２）は、臀部
載部（４）と、臀部載部（４）の前部に回動
可能に軸着されるフットレスト（６）と、臀
部載部（４）の後部に回動可能に軸着さ
れる背もたれ部（７）とからなり、座席部
（２）は背もたれ部（７）が傾斜したリクライ
ニング姿勢に変更できる座席調整式車
椅子。

【０００５】本発明の目的は、上記欠点を
解決したものであり、容易な操作で所望
のリクライニング姿勢を得ることができる
座席調整式の車椅子を提供することに
ある。
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 A61H33/00,310@K

・病弱者用の浴用担架，浴用車椅子

上記分類の中から、要約の【課題】や

明細書の【発明が解決しようとする課題】
中に、「リクライニング」に関係する内容
が記載されているものを探す。
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②特開平11-19158が見つかる

【解決手段】 座部と該座部の一側に

揺動自在に設けられた背部２０と該
背部２０の座部に対し反対側に設け
られた頭部２３とを有するものであっ
て、頭部２３は背部２０に対し、揺動
自在に支持されるとともに複数の角
度位置で固定可能とされている。こ
れにより、リクライニング状態にあっ
て入浴者の頭を頭部２３で支承した
状態で洗髪を行う際に、頭部２３を背
部２０に対し揺動させて所望の角度
位置で固定させることにより、入浴者
の頭の角度を所望の角度にする。
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特開2005-334220（CL1） 特開平9-135865 特開平11-19158

課
題
伸び伸びとした姿勢で入浴、
洗髪を容易にする。

容易な操作で所望のリクライニ
ング姿勢を得ることができる。

洗髪を行う上で好ましい姿勢
をとらせることができる。

A

キャスター付き台車ユニットに
椅子ユニットを分離自在に載
置した入浴介護用車椅子で
あって、

△リクライニング姿勢に変更で
きる座席調整式車椅子。

△入浴者の頭を頭部２３で支
承した状態で洗髪を行う

B

椅子フレームに設けた座部に
背もたれ部および足置部を傾
動自在かつ複数角度で固定
自在に夫々設けると共に、

○回動可能に軸着されるフット
レスト（６）と、臀部載部（４）の
後部に回動可能に軸着される
背もたれ部（７）

△図５には背もたれが傾動
可能な車椅子が開示されて
いる

C

背もたれ部に頭支持部を傾動
自在かつ複数角度で固定自
在に設けた

×
○入浴者の頭の角度を所望
の角度にする。

D
ことを特徴とする入浴介護用
車椅子。

△座席調整式車椅子 ○入浴用車椅子



(1)①特開平9-135865には、背もたれと足置き部が
リクライニングする台車付き車椅子が開示されている。

(2)②特開平11-19158には、入浴者の頭を所望の
角度にする入浴介護用車椅子が開示されている。

(3)①と②は、課題が「リクライニング」で共通。

(4)技術分野も「車椅子」で同一。

(5)課題の相違など、①と②の組合せに阻害要因はな
く、組合せても顕著な効果もない。

(6)特開2005-334220の進歩性は否定。
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 USなど英語公報を調査
⇒ソフトウェア、通信、バイオなど

 EP公報を調査（独仏語は機械翻訳英文等）
⇒自動車、医薬

国内外の学術文献を調査
⇒半導体、素材、ナノテク、バイオ、通信

技術雑誌を探す
⇒ビジネスモデル、ソフトウェア
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米国公報には通常、課題や効果の記載欄
がなく、論理付けの判断が難しい。

また、英語が得意な方であっても、英語文
献の行間まで読むことは、実際には難しい。

主引用例が日本公報で見つからない場合
には、英語公報や論文を探すことになる。

一方、副引用例は日本の特許公報で探す
と効率的な場合が多い。
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KSR事件

US 6,237,565 B1
「ペダル調整機構と電子絞り弁制御機
構を有する自動車用調整ペダル装置」

「調整ペダル装置は、車体取り付け用
サポ－ト、旋回軸の周囲を旋回するガ
イド部品を有する調節ペダル部品、ガイ
ド部品上に支持固定されたペダルア－
ム、ペダルア－ムとガイド部品の旋回運
動に反応する電子絞り弁制御機構を含
む。」
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特許分類はPDF公報ではなく、
経過情報から調べる！



 USC 74 MACHINE ELEMENT OR MECHANISM

(1)USC 74/560 ・・Pedals（ペダル）

上記に関連するもの

(2)USC 74/512 ・Foot operated（足踏みペダル）

(3)USC 74/513 ・・ Accelerator （アクセルペダル）

 USC 123 INTERNAL-COMBUSTION ENGINES

(4)USC 123/399 ・・Having an electrical 
device between input and speed regulator （電
子式調速機）
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(5)IPC F02D11/02 ・手，足等，オペレータにより制
御される操作開始手段で特徴づけられるもの

(6)IPC G05G1/38 ・・連続的にペダル位置を検出す
る手段

上記に関連するもの

(7)IPC G05G1/30 ・足踏み制御部材

 ECLA ・・・G05G1/405 ペダル位置を無段階に調
整可能なもの⇒対応するCPC G05G1/405

(8)CPC G05G1/405
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 データベース Orbit.com 単語の型変化は自動考慮

発行日が2000年8月22日以前

 S1：USC=74/560 ⇒約480件

 S2：USC=(74/512 or 74/513) ⇒約1,570件

 S3：USC=123/399 ⇒約580件

 S4：IPC=F02D11/02 ⇒約2,990件

 S5：IPC=(G05G1/38 or G05G1/30)⇒約1,590件

 S6：CPC=G05G1/405 ⇒約310件
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※外国調査では、キーワードの型変化に注意する。商用データ
ベースでは自動で型変化を考慮した検索を行うものが多い。
一方、USPTOやEspacenetなど無料サイトでは、ワイルドカード
を用いて型変化をカバーする必要がある。
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日本語 英語

調整 adjust adapt modulate regulate

旋回 pivot turn rotate rotary

自動車ペダル vehicle control (pedal) foot (pedal)
accelerator (pedal) brake (pedal) ．．．

電子制御 electronic sensor computerized



 S7：タイトル・要約・請求項=(adjust* OR alignment 
OR modulat* OR regulat*) ⇒約3,410,000件

 S8：タイトル・要約・請求項=(pivot* OR turn OR 
rotat* OR rotary) ⇒約4,262,000件

 S9：全文=(vehicle control OR foot OR 
accelerator OR brake) ⇒約1,581,000件

 S10：全文=(electronic OR computerize* OR 
sensor) ⇒約2,153,000件
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①：S1(ペダル)×S7(adjust)×S8(pivot)
×S9(自動車ペダル) ⇒約530件

②：S2(足踏み・アクセルペダル)×S7(adjust)
×S8(pivot)×S10(電子制御) ⇒約60件

③：S3(電子式調速機)×S7(adjust)
×S8(pivot)×S9(自動車ペダル) ⇒約220件

④：S4(オペレータによる操作開始手段)
×S7(adjust)×S8(pivot)
×(S9(自動車ペダル)＋S10(電子制御)) ⇒約280件
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⑤：S5(足踏み制御部材)×S7(adjust)×S8(pivot)
×(S9(自動車ペダル)＋S10(電子制御)) ⇒約170件

⑥：S6(ペダル位置を無段階に調整可能)×S8(pivot)
×(S9(自動車ペダル)＋S10(電子制御)) ⇒約140件

検索式：①＋②＋③+④+⑤+⑥ 約1,150件

この1,100件少々の公報を、読み込みの対象に。
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検索式②からUS5,010,782
が見つかる。

「車両におけるアクセル、ブ
レーキ、クラッチ等の操作をす
るための足踏み式ペダル。」

「同一車における身長の個人
差による操作上の不都合、及
びビュウポイントの差異を解消
することができ、安全な運転を
確保させることができる。」
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検索式⑤から、
US5,063,811が見つかる。

「アクセレレ－タペダル組立体に
関し、特に自動車用床パアンが
設けられる電気的アクセレレ－タ
ペダル組立体に関する。アクセレ
レ－タペダル組立体１０は、その
下側部分において、自動車の床
パアン１２に設けられる。」
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US6,237,565(CL4) US5,010,782 US5,063,811

目
的
ペダル調整機構と電子絞り弁制御機構を有する、自
動車用調整ペダル

身長の個人差による操作
上不都合の解消

センサーをコンピュータに接
続するワイヤーの擦り切れ
を防止

A A vehicle control pedal apparatus (12) comprising: ○Fig.1の39 ○Fig.2の10

B
a support (18) adapted to be mounted to a vehicle 
structure (20);

○Fig.7の50等 ○Fig.2の20等

C
an adjustable pedal assembly (22) having a pedal arm 
(14) moveable in force and aft directions with respect 
to said support (18);

○Fig.1の39等 ×

D
a pivot (24) for pivotally supporting said adjustable 
pedal assembly (22) with respect to said support (18) 
and defining a pivot axis (26); and

○Fig.1の4等 ○Fig3の70等

E
an electronic control (28) attached to said support 
(18) for controlling a vehicle system;

×
○Fig.1に電子式ペダルとワ
イヤー110が開示

F

said apparatus (12) characterized by said electronic 
control (28) being responsive to said pivot (24) for 
providing a signal (32) that corresponds to pedal arm 
position as said pedal arm (14) pivots about said pivot 
axis (26) between rest and applied positions wherein 
the position of said pivot (24) remains constant while 
said pedal arm (14) moves in fore and aft directions 
with respect to said pivot (24).

△電子式以外がFig.1に開
示

△Fig.1に電子式ペダルが開
示。構成は異なる。



 US5,010,782には、 US6,237,565 CL4の構成A、B、
C、Dと、Fの構成のうち電子式以外が開示されている。

 US5,063,811には、 US6,237,565 CL4の構成A、B、
D、Eと、 Fの構成のうち電子式部分が開示されている。

 両文献を組み合わせる明確な示唆等はないが、機械式
のペダルに、電子式ピボットセンサーを組合せ、どこへ
取り付けるかは、当業者の通常の創作の範囲内。

 両文献の組合せにより進歩性（非自明性）が否定され、
無効となる可能性が高い。
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 Google Scholarによる検索例

 J-Globalによる検索例（J-PlatPatと連携）

 JDreamⅢによる検索例

他に図書館調査を行う場合もある。

よく使うのは、

(1)神奈川県立川崎図書館
(2)東京工業大学附属図書館

(3)国立国会図書館
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スマートフォンのGUIに
関する検索
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件数が多すぎる
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件数が多い場合には、
著者や出典で限定して
みる。
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OR/ANDによるブーリアン検索も可能
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J-Globalはタイトル・書誌のみの検索
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名寄せIDや分類コードで絞り込み可能
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カーボンナノチューブを用いたディスプレイへ限定



角田特許事務所 61



角田特許事務所 62



角田特許事務所 63

NC06030Qは表示機器の分類
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表示機器の分類

炭素とその化合物の分類

JSTシソーラスや分類コードを用いた検索も可能だが、
実際にはキーワード＋英文表題での検索がほとんど



調査範囲期間よりも後に発行された非特許
文献を検索し、その引用文献を辿って調査す
るやり方もある。

特許情報に比べて、論文は引用情報を重視
している。これを調査でも利用する。

引用文献でさらに引用された文献に、関連す
る情報が載っていることもある。

被引用回数の多い文献は、同業者の注目度
が高く、一般的には価値の高い文献。
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STNews Vol26, No.5より引用

非特許文献データベースには、文献の全文
データが収録されていない場合が多いが、
引用情報の活用により、直接検索できない
文献を補える。



特許性を否定する範囲（新規性、進歩性、
29条の2）や、特許の権利範囲には幅が
ある。

特許調査では、どのような範囲を検索する
かという調査設計スキルが重要。

特許検索は、図書館検索のような、ある題
名、ある分野を特定した検索とは、本質的
に異なる。
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１．特許庁 平成26年度特許法等改正説明会テキスト

２．特許庁 特許異議の申立て制度の運用（案）

３．特許庁 平成25年9月「強く安定した権利の早期設
定及びユーザーの利便性向上に向けて」報告書
４．特許庁 特許異議申立制度の実務の手引き
http://www.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/pdf/igi-tebiki/tebiki.pdf

５．塚原朋一 「同一技術分野論は終焉を迎えるか－特
許の進歩性判断における新しい動きを思う－」 特許研
究第51号
http://www.inpit.go.jp/jinzai/study/study00005.html
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ご清聴ありがとうございました。

ご連絡先

tsunoda@tsunoda-patent.com
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